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建築用アンカーボルトメーカー協議会 

 

第 80 回全体協議会議事録 

 

 

1.開催の日時及び会場 

日時 ：令和 7 年 7 月 11 日（金） 14：00～ 

会場 ：AP 新橋 

 

                         

2.会員数及び出席者数 

（１） 会員数  40 社 

（２） 出席数  23 社（委任状 17 社)  

 

3.議事  

（１）開会 

  事務局大津（大津鉄工）より、建築用アンカーボルトメーカー協議会全体協議会を

開会する旨宣せられた。 

 

（２）定足数の報告 

  事務局より、本日現在同協議会会員数 40 社、本日の協議会出席数 23 社（17 社が

欠席、欠席 17 社より事前に委任状を受理していることから、議決権 40 票とな

り本全体協議会の議決は有効である旨報告がなされた。 

 

（３） 議長の選出 

  事務局大津より、小澤副会長（青戸製作所）を議長にしたいとの提案があり、全員

異議なく賛成し、同氏が議長に選出された。 

 

（４） 議事録署名人の選任 

  議長は、同協議会の議事録署名人の選任について、監事村上氏（コンドーテック）

を推薦し、議場に諮り承認を得て選任された。 
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天雲会長あいさつ 

  

本日はご多忙の中、第８０回全体協議会にご出席いただきまして誠にありがとうございま

す。 

トカラ列島で地震が頻発しています。専門家は沖縄トラフの長期的な変動が影響している

と分析しています。どちらにしても、早く地震活動が収束して欲しいものです。 

さて、連日の猛暑が続いています。今年から、企業に対して、職場における「熱中症対策」

が義務化されました。厚生労働省のデータによると、2023 年の職場における熱中症による

死傷者数は 1106 人で、このうち死亡者数は 31 人と直近 10 年で最も多くなっています。熱

中症は死亡災害にいたる割合が他の災害の約５～６倍に上り、また、死亡災害のほとんど

が「初期症状の放置・対応の遅れ」にあることも問題視されています。皆さんの会社では

「熱中症対策」はどのようにされているでしょうか？ 

私の会社では、３年前から空調服を支給したり、スポットクーラーや休憩時間にアイスを

支給したり、色々と対策を立てていますが、近年の暑さには中々追いついていないように

感じます。皆さんも気をつけていただきたいと思います。 

最後に、本日もみなさんの貴重な少ない時間の中ですが、私たちの業界ならびに協議会発

展のために、積極的なご意見・ご発言をいただきますよう、どうぞよろしくお願い申し上

げます。 

 

 

決議事項 

  新入会員入会の件 ㈱朝日押捻子製作所 全会一致で入会が承認された。 

  

 

報告事項  

広報グループ活動報告（HP閲覧状況について） 

① HP訪問件数 2025年 1月～6月の 6 ヶ月間で 46.627件（昨対比 85.5％） 

② 国別 日本国内 70％ アメリカ 15％ 中国 2％ その他ヨーロッパ 

③ HP内で多く閲覧されたページとしては JIS規格内容と性能について 46％ 

④ その他トピックス掲載として 設計施工指針の改定 若手会「second」設立について 

 

マーケティンググループ活動報告 

製造実績報告 

2025年 1月～3月までの製造実績報告が別紙資料が配布され報告がされた。 

全国建築用ターンバックル協議会活動報告（主に 5 月に開催された第 228 回協議会  

の内容について） 
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教育研修グループ活動報告 

エノモト工業さんで開催予定の第 7回実務者交流会の事前参加者調査の結果、15社

28名（エノモト工業さんを除く）がありました。 

7月末から 8月上旬に最終案内と出席確認で最終的な参加者名簿作成をします。 

 

  セカンド活動報告 

     設立総会と今後の活動計画について、6 月 6 日大阪にて全国より 17 名のメンバーが

集まり設立総会を挙行した。会則、25年度役員選出、事業計画を承認した。 

     今後の予定として 10 月３１日第 2 回会議（勉強会）を東京で開催予定、内容はアンカ

ーボルトメーカー協議会の歴史と未来と裏話と題し講師を招いての勉強会とする、 

     2026年 2月は名古屋開催予定。 

      

技術担当グループ設立について 

  フルサト工業太田さんを主査としコンドーテック榎並さんをサブとし、この 2 名を中心に

都度必要に応じ会員の皆さんにもご協力をいただき活動致します。 

  名称を以前からの規格研究委員会とし、活動内容としては JIS 改訂作業や設計施工

指針改定、外部からの技術的な質問への回答、関連規格との追補、確認対策、先生

方との情報交換や講演会の準備や資料作成、協議会内での JIS関連の説明など 

  協議会に技術的な知識を残す、会の技術力を上げていく事を手分けして実施してい

きたい、この協議会に参加されているメンバー以外でも皆さんの会社の技術担当者も

参加をお願いしたい。 

  2025年版設計施工指針について 2.000部発行内 1.486部が協議会メンバーの 26社

が購入 14部が在庫として大津鉄工に保管、残り 500部が日本鋼構造協会にあります。 

 設計施工指針の内容についてお気付きの点がありましたらご連絡を宜しくお願いします。

その他面取りについて。 

  

参加会員各社よりトピックス等近況の報告がされた。 

 。 

以上にて本日の全体協議会を閉会した。 
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上記は建築用アンカーボルトメーカー協議会の議事に相違ないことを証するた

め、ここに議長及び議事録署名人が本議事録に署名、押印する。 

 

令和 7年 7月 

 

議 長     小澤 英樹     印 

署名人     村上 裕史     印  

 

 

 

 


